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全員参加の活動 

リコーグループは「全員参加」を基本に、

環境経営のレベルアップに取り組んでい

ます。「全員参加」とは、研究開発から製

品設計、調達、製造、輸送、販売、保守・サー

ビス、回収・リサイクルの各部門の一人ひ

とりが、自分の業務に環境の視点を取り入

れ活動することを意味します。これらの

活動は、利益創出を追求する「QCD活動＊」

と、ほぼイコールになっています。また、

活動のレベルアップを図るために、グルー

プ内ベンチマークも随時開催し、ノウハウ

を水平展開しています。 

 

 

 

戦略的目標管理制度 

リコーグループでは、環境活動の評価基

準を明確にし、部門の業績評価に結びつ

ける仕組みとして、1999年から「戦略的

目標管理制度」を導入しています。これは、

1990年代にアメリカで開発された「バラ

ンスト・スコアカード」の4つの視点に「環

境保全」の視点を加えた戦略的な目標管

理の手法です。グローバルな環境経営を

実現するために、リコーグループ全体に「戦

略的目標管理制度」の展開を進めています。 

 

販売会社の環境経営推進 

日本、欧州、アジア・パシフィック地域の

販売会社では環境経営度を自己評価する

ための独自プログラムをそれぞれ開発し、

環境経営のPDCAサイクルを回しています。

欧州では2002年度より「サステナビリティ

自己評価プログラム（SSAP＊）」を実施し

ています。このプログラムの評価カテゴリー

には、「回収・リサイクル」「省エネ・省資源」

といった環境側面だけでなく、「社会的責

任」も含まれています。アジア・パシフィッ

ク極でも2002年度より「環境経営評価」

を実施しています。日本の販売グループ

でも、2003年度より「環境経営進化度評

価システム」による評価を開始しました。

環境・経済・プロセスの3つの視点で活動

を評価し、さらに評価結果に基づいて「環

境経営進化度表彰」を行うことで、販売会

社全体の環境経営のレベルアップにつな

げています。 

＊ 品質（Quality）、コスト（Cost）、納期（Delivery）の管理

改善活動。 

＊ Sustainability Self Assessment Programの略 

詳細はhttp://www.ricoh.co.jp/ecology/report/ 

pdf2004/21-22.pdf

全員参加の環境経営活動 

■ 高いレベルの環境目標設定 
・省エネ、リサイクル、新エネルギーなどの環境技術開発 

■ 製品の環境アセスメントと環境技術の実用化 
・部品の点数削減・共通化・長寿命化　・環境影響化学物質の使用制限 

・省エネ・リサイクル対応設計、両面コピー性能の向上 

■ グリーン調達とグリーンパートナーシップ 
・環境負荷の少ない材料・部品の調達 

・仕入先企業のEMS、CMS（化学物質管理システム）構築支援 

■ 生産プロセスの改革による環境効率の改善 
・生産設備のコンパクト化　・歩留り、稼働率の向上 

・省資源・リサイクル活動　 ・環境影響化学物質の削減 

■ 循環型ロジスティクスの推進 
・工場からお客様への直送納品　・循環型エコ包装の開発・運用 

・モーダルシフトなど輸送の環境負荷削減 

■ グリーン販売と環境コミュニケーション 
・環境負荷の少ない商品・システム提案　・オフィスの環境保全 

・お客様との環境コミュニケーション 

■ 保守・サービスを通じたオフィスの環境改善 
・お客様の環境改善への貢献 

・使用済み交換パーツのリサイクル 

■ リサイクル事業 
・リサイクル情報システムの展開　・回収台数、回収品質の向上 

・再資源化率の向上　・リサイクル対応設計へのフィードバック 
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リコーグループの 
戦略的目標管理制度 ①財務的視点 

財務的に成功するために、
株主に対してどのように
行動すべきか 

②お客様の視点 
戦略を達成するために、
お客様に対してどのよう
に行動すべきか 

③社内ビジネス・プロセスの視点 
株主とお客様に満足いただく
ために、どのようなビジネス・
プロセスに秀でるべきか 

⑤環境保全の視点 
社会的責任を達成するために、
特に環境保全に対してどのよう
な対応を取るべきか 

④学習と成長の視点 

戦略を達成するために、ど
のようにして変化と改善
のできる能力を維持するか 

中期戦略 
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